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　皆さんは、なぜ教会に行くようになったか、なぜ
クリスチャンになったか、その動機や理由をだれか
に聞かれたことがあるでしょう。それはクリスチャ
ン仲間からであったり、未信者の人からであったり、
また、個人的にであったり、会合の中で語るという
こともあったかもしれません。そんな機会が重なる
中で、ひとつのストーリーが出来ていき、そこにメッ
セージが盛り込まれていくこともおこるのではない
でしょうか。
　パウロの回心の出来事は使徒言行録の中に３回記
されています。最初は９章１節以下で、それはパウ
ロの言葉としてではなく、歴史的な出来事として著
者のルカの手によって書かれています。
　２回目はエルサレム神殿の境内にいた同胞ユダヤ
人たちに対する弁明の中で、パウロ自身が迫害者で
あった自分がどのようにして回心するに至ったのか
を語っています（22章６節以下）。３回目はアグリッ
パ王の前で語る機会を与えられパウロが自分で語っ
ています（26章12節以下）。アグリッパ王とは、ガ
リラヤの領主ヘロデ・アグリッパ二世のことで、そ
の場には、王の妹ベルニケ、またローマの千人隊長
や町の主だった人々が、ユダヤ駐在のローマの総督
フェストゥスの招きを受けて列席していました。
　22章と比べると、26章では内容がさらに深められ
ていることがわかります。いくつか違いがある中で、
回心の出来事が起こった「とき」に焦点を当ててみ
ましょう。９章では言及されていませんでしたが、
22章でのそれは「真昼ごろ」となっています。また
９章における「天からの光」という描写は、22章で
は「天から強い光が」となり、さらに26章では「そ

れは太陽より明るく輝いて」と表現されるのです。
つまり、主イエスとの出会いは「太陽より明るく輝
く光」に照らされる出来事だったというのです。
　そしてその「光」という言葉を用いて主イエスが
語られたのは、パウロに出会った目的でした。「それ
は、彼らの目を開いて、闇から光に、サタンの支配
から神に立ち帰らせ」（18節）るためだと言うのです。
　天からの強い光の中で、見えなくなったパウロ自
身の目をアナニアが開いてくれたように、今度はパ
ウロが盲目となっている選民と異邦人のもとに遣わ
され、闇から光に導く者となるのだと告げられたの
です。それは「光を語り告げる」（23節）働きへの
召しでありました。光そのものであられる主イエス・
キリストを語ることと、その光に照らされた恵みを
語ることでありました。
　そうしてパウロは、何度自らの回心の出来事を
語ったでありましょうか。折があるごとに、繰り返
し「小さな者にも大きな者にも証しをしてき」（22節）
たのです。そのたびに、パウロは自らに与えられた
恵みを確認し、その恵みの大きさに驚き、感謝を深
くしたことでありましょう。
　一人の姉妹が言いました。「教会の集会で自分の
証しをする機会を与えられたことは大変だったけれ
ど、自分自身のこれまでを振り返り、整理し、恵み
のあとをたどる機会となり、感謝でした」と。
　ルカが、パウロの回心の出来事を簡略化しないで、
繰り返し記しているのには意味があるのです。それ
は語り続けていく中で、キリストの愛の広さ、長さ、
深さを新しく覚えるものとされた、その恵みの跡な
のです。� （宇都宮松原教会牧師）
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光の体験を語り告げる
　つまり私は、メシアが苦しみを受け、また、死者の中から最初に復活して、民
にも異邦人にも光を語り告げることになると述べたのです。
� （使徒言行録26章23節）
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